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　僭越ではありますが、福島勝彦先生のゼミ出身として、拙文を寄せさせて頂きます。
　今般、誠に残念ながら、福島先生のご退職となりました。長年の大学へのご貢献に心よりの感
謝の念を謹んで申し述べさせて頂きます。福島先生は、創価大学の開学以来、半世紀近く教員と
して勤務され、今日の大学の発展に大きな貢献をされました。
　福島先生は、荒川区のご出身で、立教大学をご卒業されました。学生時代は、近代経済学研
究会を立ち上げられ、新しい経済学の研究を志されました。当時、近代経済学の気鋭の教授が
集まっていた大阪大学の大学院で学ばれました。修士課程では、森嶋 通夫、安井 琢磨教授の下
で学ばれ、博士課程では、内海 洋一教授に社会政策を学ばれました。そして、博士課程修了後、
縁あって本学に赴任されました。
　開学の年に結婚をされ、新しい人生が創価大学と共に始まったということです。草創期の大学
で、学生と共に大学建設に身を粉にして働かれました。私は、開学後８年目に創価大学に入学し、
1979年2年生のときにゼミの選考で福島先生のゼミに入れて頂きました。当時、福島先生は、英
国のカンタベリーにあるケント大学に在外研究中でありました。人気ゼミでありましたが、私は
何とか入れて頂きました。
　３年生になり、晴れて福島ゼミが始まったとき、少しでも先生の近くで学ぼうとゼミ幹事を
かって出ました。英国での福祉国家論研究のお話を聞くのが何よりの楽しみでした。福島先生の
ゼミ室を訪れると、いつも机に向かわれる先生の後姿がありました。良いにおいのするパイプを
くゆらせながら、書物を読むお姿に、学究者の理想を見て、私の憧れのロールモデルとなりまし
た。
　普段はやさしい先生でしたが、勉強の姿勢に対しては厳しく指導されました。ある朝、寝坊し
て先生の社会保障論の授業（100名以上の履修者）の教室に遅れて入っていき、一番前の席に座
りました。先生は、「栗山君、授業に遅れてきたのは認められない。今すぐ出ていきなさい」と
言われました。厳しく授業に臨む姿勢を教えていただいたことに感謝しております。
　福島先生は、朝から夜まで、常に研究室におられました。いつお伺いしても温かく受け入れて
くださり、いろいろなことを教えて頂きました。やがて私も学究の道を志し、大学院進学を決め
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ました。私が書いた学部生の論集の拙い文章も見て頂きました。先生は、期待の言葉をかけ続け
てくださいました。
　その後、私は大学院の博士課程を経て、スイスのジュネーブの I L O（国際労働機関）本部事
務局で研究の仕事をすることになりました。英語でペーパーを書き始め、福島先生の学恩に少し
はお応えできたかなと思い始めたころ、はからずも創価大学経営学部への赴任の話を頂きました。
　大学に赴任してからも、何度も研究室に足を運び、種々お話をお伺いしました。先生は、すで
に教務部長の要職に就かれておられました。二期セメスター制の開始に尽力され、「これが実現
できたら新聞発表ものだよ」と語られていたことをよく覚えています。経済学部長時代は、多く
の同僚教員からすばらしい学部長だとよく耳にしました。
　その後、副学長、そして女子短大の学長と大学の重責を果たしていかれました。
　福島先生は、大学そして創立者池田大作先生に対する熱い思いを常に語られていました。創立
者の精神を、いかに教育、仕事、人生に生かしていくのか、そこに創価大学の意義があるのでは
ないかと語られていました。先生は、大学の役職をお受けになるとき、大学のためにと常に潔く
お受けくださったと聞きます。
　先生は、体が強いイメージがありますが、教務部長、経済学部長時代の 10年あまり、実は体
調はすぐれなかったと聞きます。その間、創立者から「学生のために健康を」と何回となく励ま
しを受けられたと伺いました。そのことを胸に刻み、短大の学長をされるときまでには、全快の
体調で取り組むことができたと聞きました。
　先生のお姿が大学にないのは、これほど寂しいことはありません。でも先生は、大学の近くに
住まれ、いつでも大学を見守っておられます。大学の同僚や学生から慕われていた福島先生、い
ついつまでもご健康で、ご活躍されることを願ってやみません。先生に教えて頂いたことを受け
継ぎ、これからも大切にしていきたいと思います。ぜひ今後とも引き続き、私たち後進を指導し
て頂きたく心より御願い申し上げます。
